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5.1 母平均µ の推定（母分散 σ2 が未知の場合） 
 ●毋分散 σ2が既知の場合との違い 

 ① xの標本分布の分散： 

 ② xの標本分布の形状： 

 

 ① →毋分散 σ2 の代わりに「   」を用いる 

 注：「   」とは？・・・ 

  ・平均の場合  
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  ・標準偏差の場合 不偏分散からの標準偏差
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 ② → xの標本分布は「   」を示す 

 ● 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ●母平均 μの区間推定結果を x − tn−1 Z%( ) u
n

≤ µ ≤ x + tn−1 Z%( ) u
n と表す． 

 
 
 
 

 ・例題：正規分布する母集団（母平均：µ，毋分散：未知）から以下の標本を取出したとき，母

平均 µを信頼係数 68.3%で区間推定せよ． →測定結果 80.0, 81.1, 80.5 

 

図 5.1 t分布 

表 5.1 t分布表 
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5.2 母平均µ の区間推定（まとめ） 
 ●母平均µ の推定（正規母集団 ( )2, sµN の場合） 
  
 

  σ2 既知       σ2 未知 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

 母平均µ の区間推定     母平均µ の区間推定 
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5.3 相関と回帰 
 ●相関関係：  
 
 
 

 ・関心のある 1 組の変数の間に，何か関連があるかどうかを調べたい． 

  例： 

 
 

 ・問い：次の 2 つのグラフで示されるような関係は相関関係があると見なせるのか？  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・相関係数： 

     ・ 

     ・ 

 
 
 

 ●回帰分析：  
 
 
 
 
 
 
 


